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はじめに

著作権
Copyright © 2005 LaCie.All rights re-
served.電子、機械、コピー、記録など、様
式や手段の如何を問わず、本書のいかな
る部分も当社の書面による事前の承諾な
しに読み出しシステムに複製、保存したり、
伝送を行うことを禁じます。

商標について
Apple、Mac、Macintosh および FireWire 
は、Apple Computer, Inc. の登録商標で
す。Microsoft、Windows NT、Windows 
98、 Windows 98 SE、Windows 2000、
Windows Millennium Edition および 
Windows XP は、Microsoft Corporation 
の登録商標です。Sony および iLink は、
Sony Electronics の登録商標です。本マニ
ュアルに記載されているその他の商標は、
関連各社に帰属します。

変更について
本マニュアルで使用する資料は参照用とし
てのみ提供され、予告なく変更することが
あります。本書の作成にあたっては正確さ
を期していますが、本書に掲載された情報
の誤謬または省略に起因する、あるいは
本書に記載する情報を利用した結果によ
り生じる損害に対して、当社は一切の責任
を負いません。当社は、無条件で製品の設
計または製品マニュアルの変更や改訂を
予告なく実施する権利を有します。

FCC Statement
本装置は、FCC 規則のパート 15 に準拠し
ています。操作は次の条件に基づきます。 
1. 本装置は有害な電波障害の原因となっ
てはならない。
2. 本装置は誤動作の原因となる妨害を含
め、受信する妨害を許容しなければならな
い。
注記：本機器は、FCC 規則 Part 15 に定め
られた クラス B デジタル装置に関する規
制要件の試験に合格し、同規則に準拠す
ることが証明されています。これらの規定
要件は、住宅に設置する際、有害な干渉か
ら適切に保護するために定められていま
す。本機器は、無線周波数帯域のエネルギ
ーを発生し使用するもので、これを放射す
る場合もあります。また、本取扱説明書の
指示に従って設置および利用しない場合、
無線通信に有害な干渉をもたらす場合が
あります。ただし、特定の設置方法におい
て干渉が発生しないという保証はありませ
ん。本機器がラジオ、テレビの受信に有害
な干渉をもたらし、その原因が本機器の
電源のオン/オフによるものと判断される
場合の推奨是正措置は、次のとおりです。

受信アンテナの向き、または位置を変
える。

本機器と受信機の距離を離す。

受信機が接続されているものとは異な
る別系統のコンセントに、本機器を接
続する。

販売代理店または経験を積んだラジ
オ/テレビ技術者に相談する。

LaCie の承認を受けずに本機器に変
更または修正を加えると、FCC およびカナ

•

•

•

•

ダ適合規定に違反し、ユーザーは本機器
を操作する権利を失うことがあります。 

カナダ適合規定
本クラス B デジタル機器は、カナダ干

渉発生機器規定 ICES-003 を満たしてい
ます。

CE 認証に関するメーカーの宣言
当社は、本機器が以下の欧州規
格に準拠していることを明言し
ます。

クラス B EN60950-1:2003、EN55022: 
1998、EN55024:1998 +A1、EN61000-3-
2:2000、EN61000-3-3:2001

下記条件に関して：

73/23/EEC 低電圧指令

89/336/EEC EMC 指令

本製品または梱包箱に示さ
れたこの記号は、本製品を他
の家庭廃棄物と一緒に廃棄
してはならないことを意味し

ます。電気・電子製品をリサイクルする回
収場所に使用済み機器を持ち込んで処分
する責任は、ユーザーにあります。使用済
み機器の回収やリサイクルを行うと、自然
資源の保護に役立ち、人の健康や環境を

はじめに

FCC 規格による
適合試験済み
FOR HOME OR
OFFICE USE

LaCie Biggest S2S
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保護するような方法でリサイクルが行えま
す。使用済み機器をリサイクルする際の回
収場所に関する詳細は、地方自治体の家
庭廃棄物担当部署にお問い合わせくださ
い。

注意：遵守責任を有する団体による
明確な承認を受けずに本機器に変更
または修正を加えた場合、ユーザー
は本機器を操作する権利を失うこと
があります。

注意：FCC の定める電波規制に適合
し、さらに周辺のラジオやテレビ受信
に干渉を引き起こさないよう、必ずシ
ールド タイプの電源コードを使用し
てください。必ず、付属の電源コード
のみを使用してください。

LaCie Biggest S2S は、温度 5°C-35°C、
動作湿度 5～80% (結露なし)、非動作
保管湿度 10～90% (結露なし) の範
囲内で使用し、その範囲外の温度や湿
度には晒さないでください。指定範囲
外で使用すると、LaCie Biggest S2S が
損傷したり、ケースが変形することがあ
ります。また、熱源の近くに置いたり、直
射日光 (窓越しの直射日光も同様) に
当てないでください。逆に、極端に低温
の場所または湿気の多い場所に置く
と、LaCie Biggest S2S が損傷する恐れ
があります。

• 定格冷却能力は、高度 2000 メートル
までとなっています。

落雷の恐れがある場合、または長時
間使用しない場合は、必ず LaCie Big-
gest S2S のプラグをコンセントから抜
いてください。プラグを差し込んだまま
にすると、感電、ショート、火災の危険性
が高まります。

デバイスに同梱されている電源装置の
みを使用してください。

LaCie Biggest S2S をテレビ、ラジオ、ス
ピーカーなど他の電気器具の近くで使

•

•

•

•

用しないでください。そのような器具の
近くで使用すると干渉を起こし、他の製
品の動作に悪影響を及ぼします。

LaCie Biggest S2S をコンピュータの
ディスプレイ、テレビ、スピーカーなど、
磁気干渉を起こすものの近くに置かな
いでください。磁気干渉により、LaCie 
Biggest S2S の動作や機能の安定性に
影響を及ぼすことがあります。

LaCie Biggest S2S の上に重いものを
載せたり、過度の負荷をかけないでく
ださい。

•

•

健康および安全性の注意

本デバイスの保守は、有資格者のみが行
うようになっています。

・ 本デバイスの設定にあたっては、本ユー
ザー マニュアルを熟読し、正しい手順に従
ってください。

・ LaCie Biggest S2S を開けたり、分解ま
たは改造しないでください。感電、火災、シ
ョート、有害な放出などの危険を避けるた
めに、デバイスに金属物質を挿入しないで
ください。LaCie Biggest S2S には、お客様
ご自身で修理可能な部品は一切含まれて

いません。故障が見られる場合は、資格を
有する LaCie メンテナンス スタッフに点検
をご依頼ください。

• デバイスを雨に晒したり、水の近く、また
は湿気の多い場所、濡れた状態で使用し
ないでください。デバイスの上には、中に
液体の入ったものを置かないでください。
こぼした場合に、デバイスの開口部分から
液体が中に入る恐れがあります。これによ
り、感電、ショート、火災、けがなどの危険
性が高まります。

・ コンピュータおよび LaCie Biggest S2S 
の電気アースが取られていることを確認し
てください。デバイスのアースが取られて
いないと、感電の恐れが高まります。電源
要件は、100-240 V~、4 -2A、 60～50 Hz 
となっています (過電圧カテゴリ II に従っ
て、供給電源の変動範囲は公称、過渡過
電圧の ± 10% 以内に収まるようにしてく
ださい)。

一般的な使用上の注意
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LaCie Biggest S2S に過度の負荷をか
けることは避けてください。問題に気づ
いた場合は、本書の「トラブルシューテ
ィング」を参照してください。

LaCie Biggest S2S の使用または保管
にあたっては、埃の多い場所を避けて
ください。デバイス内に埃が蓄積する
と、損傷または故障の原因となります。

LaCie Biggest S2S のケースを清掃す

•

•

•

る場合は、ベンジン、塗料用シンナー、
洗剤、またはその他の化学製品を使用
しないでください。これらの化学製品に
より、ケースが変形したり褪色すること
があります。清掃する場合は、柔らかい
乾いた布でデバイスを拭いてください。

ハード ディスクはドライブ ベイから取
り外さないでください。有資格者のLa-
Cie テクニカル サポート担当者以外が

•

ハード ディスクを取り外した場合は、保
証対象外となります。

注意：遵守責任を有する団体による
明確な承認を受けずに本機器に変更
または修正を加えた場合、ユーザー
は本機器を操作する権利を失うこと
があります。

重要な情報：本製品の使用中に生じたデータの損失、改造、破壊は、お客様ご自身の責任であり、いかなる場合であっても LaCie はそ
のデータの回復または修復について責任を負いません。データの損失を避ける手段の 1 つとして、データを 2 部取るようお勧めしま
す。例えば、1 部を外部ハード ディスクに取り、もう 1 部を内部ハード ディスクや別の外部ハード ディスク、または CD、DVD、テープなど
のリムーバブル ストレージ メディアに取ります。LaCie では、CD、DVD およびテープ ドライブの豊富な製品ラインを提供しています。バ
ックアップの詳細については、LaCie ホワイト ペーパーのバックアップ方法およびバックアップ技術を参照してください。
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概要

1. 概要

LaCie Biggest S2S をお買い上げいただき、誠にありが
とうございます。高性能で、高い柔軟性を備える RAID (Re-
dundant Array of Independent/Inexpensive Disks) サ
ブシステムは、データベース、イメージング システム、電子
メールや Web サーバーなどを統合するために理想的なデ
バイスです。 

RAID テクノロジーは、データを保護する上で最善の手
段であるだけでなく、標準のハード ディスク ストレージに比
べ一段と優れたデータ整合性と可用性を提供します。

RAID システムには、ディスクが故障しても、シングル エ
ラー検出や冗長化によって元のデータを回復できる機能
が備わっているため、パフォーマンスの合理化を図りなが
ら、貴重なデータを保護できる理想的な手段です。  

LaCie Biggest S2S は、さまざまな RAID レベル (0、1、
0+1、JBOD) を管理する機能によって、柔軟性の高い RAID 
ソリューションをもたらす究極的なアプローチです。

1.1. LaCie Biggest S2S の機能

強力な RAID 0、1、0+1、JBOD に対応

最新のシリアル ATA (SATA) テクノロジー

PC と Mac ではドライバ不要の簡単インストール

•

•

•
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2. Biggest S2S について

2.1. システム要件

ハードウェア

Windows Mac

Intel PIII 500MHz 相当以上

CD-ROM ドライブ

64 MB 以上の RAM

250 MB 以上のハード ディスク空き容量

Super VGA (800 x 600) 以上の解像度、256 色

マウスまたは互換性のあるポインティング デバイス 

LaCie Biggest S2S の接続に使う外付け SATA ケーブル

LaCie SATA II 3Gb/s PCI-X Card 4E または PCI-Express 
Card (付属)

•

•

•

•

•

•

•

•

Mac G4 500MHz 以上

CD-ROM ドライブ

64 MB 以上の RAM

250 MB 以上のハード ディスク空き容量

Super VGA (800 x 600) 以上の解像度、256 色

マウスまたは互換性のあるポインティング デバイス 

LaCie Biggest S2S の接続に使う外付け SATA ケーブル

LaCie SATA II 3Gb/s PCI-X Card 4E または PCI-Express 
Card (付属)

•

•

•

•

•

•

•

•

ソフトウェア

Windows Mac

Microsoft Windows 2000、Windows XP、Windows 
Server 2003 OS (最新の Service Pack インストール済
み)

LaCie Biggest S2S Utilities CD (付属)

LaCie SATA II 3Gb/s PCI-X Card 4E または PCI-Express 
Card CD (付属)

•

•

•

最新のパッチをインストール済みの Mac OS 10.3.9

LaCie Biggest S2S Utilities CD (付属)

LaCie SATA II 3Gb/s PCI-X Card 4E または PCI-Express 
Card CD (付属)

•

•

•
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2.3. 製品の外観

2.3.1. 正面図

ドライブ ベイ -  各ドライブ ベイには、高さ 1 インチ
の 3.5 インチ フォーム ファクタのパラレル ATA/IDE 
ディスク ドライブが収まるようになっています。

ディスク ステータス インジケータ - 各ドライブの隣
にあり、青色の LED は「ディスクが検出されませ
ん」、緑色の LED は「ディスクが検出されました」を
意味します。

ディスク アクティビティ インジケータ  - LED が緑色
に点滅します。

ホスト LED  -   ホストに接続していることを示します。

! LED  -  エラーを示します。 

OK LED - 障害がないことを示します。

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

技術面での注意：これらの LED の詳細については、
8.  LaCie Two Big 正面パネルの LED インジケータを
参照してください。
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2.3.2. 背面図

外付け SATA II 3Gb/s ポート

電源スイッチ

電源コネクタ

電源ファン

ケース ファン

1

2

3

4

5

1

23

4

5

注意：過熱を防ぐため、LaCie Biggest S2S は、換気
のよい場所に設置し、コントローラ チップ周辺に十
分な気流を確保するようにしてください。また、換気
ファンの動 作 が 妨 害されないようにしてください。  

環境要件：

温度：0 - 35°C

動作湿度：20 -80%、結露なし

保管湿度：10 -90%、結露なし



LaCie Biggest S2S
ユーザー マニュアル 12ページ 

Biggest S2S について

2.4. ケーブルおよびコネクタ

2.4.1. シリアル ATA II および eSATA
LaCie Biggest S2S は最新の SATA テクノロジーを採

用し、最大 3Gb/s の転送速度を実現します。Biggest S2Sは 
eSATA ポートを搭載しており、外付け SATA ケーブルの使
用が必要です (付属)。SATA テクノロジーは、元来、内部接
続の性能を向上するよう、内部インタフェース用に開発さ
れたものです。その後すぐに、eSATA (SATA の外付け規格) 
が開発され、PC 外部でシールドケーブルを使えるようにな
りました。 

eSATA テクノロジーは、頑丈さと耐久性を追求するた
めに開発されたものです。eSATA コネクタは、他の SATA コ
ネクタの「L」字型の設計とは異なっています。加えて、ガイド
機能は垂直オフセットとなっており、外付けアプリケーショ
ンで非シールドの内部ケーブルが使用できないように、サ
イズが縮小されています。

技術面での注意： Biggest S2S は、eSATA ケーブル
を使用する LaCie SATA Card のみで動作します。

技術面での注意： 性能は、各 Mac や PC で異なる
場合があります。性能は、使用するポート (PCI-X また
は PCI-Express) によって異なる場合もあります。

eSATA ケーブルおよびコネクタ

このケーブルとコネクタを使用して、シリアル ATA 
ハード ディスクをご使用のコンピュータに取り付けま
す。

 
シリアル ATA ポート

 
シリアル ATA ケーブル
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Biggest S2S のセットアップ

3. LaCie Biggest S2S のセットアップ

この章では、LaCie Biggest S2S のインストールと構成
方法を扱います。手順は比較的簡単です。次の 5 つのステ
ップに分けて説明します。

ステップ 1 3.1. ストレージ ポリシー - ストレージ装置を構成する前に理解しておく用語について説明します。用
語は、LaCie Biggest S2S 構成オプションに関するものです。

ページ 
14

ステップ 2 3.2. インストールの前提条件  - LaCie Biggest S2S のインストールに必要な条件。 ページ 
16

ステップ 3 3.3. PCI-X/PCI-Express Card とドライバのインストール - LaCie Biggest S2S Manager を実行する
には、まず LaCie SATA II 3Gb/s PCI 4E Card または PCI-Express Card およびそれに該当するドラ
イバをインストールすることが必要です。このセットアップでは、PC と LaCie Biggest S2S 間でのソフ
トウェアとハードウェアのリンクが可能になります。

ページ 
16

ステップ 4 3.4. LaCie Biggest S2S ディスク ドライブのセットアップ - LaCie Biggest S2S のケースには、構成可
能なディスク ドライブが 5 台収納されています。

ページ 
17

ステップ 5 3.6. LaCie Biggest S2S Manager のインストール - LaCie Biggest S2S Manager ユーティリティ プ
ログラムは、LaCie Biggest S2S ストレージ装置の構成とモニタリングを行います。

ページ 
20
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Biggest S2S のセットアップ

3.1. ストレージ ポリシー

 LaCie Biggest S2S Manager を使ってストレージ装置
の構成を行う前に、まず次の用語を理解するようにしてくだ
さい。これらの用語は LaCie Biggest S2S 構成オプション、
または物理ドライブを仮想ドライブにマッピングするストレ

ージ ポリシーに関するものです。構成プロセスでは、これら
のポリシーからオプションを選択します。オプションによっ
て、ストレージ装置をうまく使いこなす方法に影響が出るた
め、正しい選択をすることが大切です。

JBOD このストレージ ポリシーでは、ホストの PC を使って直接物理ディスク ドライブにアクセスできます。 JBOD (just a 
bunch of disks) で利用可能なドライブ数は、物理ドライブの数と等しくなります。 JBOD は、ホストが LaCie 仮想化
エンジンを迂回し、直接ディスクにアクセスするため、バイパス モードとも呼ばれます。 

Safe このストレージ ポリシーでは、すべてのデータが別ディスクに複製として保存され、ディスク障害時のデータ損失を
防ぎます。 最低 2 台のドライブが常に互いをミラーリングする点で、RAID 1 と同等です。 書き込みはすべて両方の
ディスクに保存されます。 Safe は、最高レベルのデータ保護を提供しますが、すべてのデータが 2 回保存されるた
め、ストレージ容量が半減します。 Safe ストレージ ポリシーを実装する際は、Basic Configuration Mode (基本構
成モード) が 2 つのボリュームを作成し、 それぞれのボリュームは、相互にミラーリングを行う 2 つのハード ディス
クから構成されます。 残りのハード ディスク ドライブは、双方のボリュームの Hot Spare (ホット スペア) に指定され
ます。

Fast このストレージ ポリシー構成は RAID 0 に相当し、ストライピングという方法で I/O 処理がすべてのディスクに均一
に行われます。 Fast は、スピードでは最高の性能を提供しますが、データの冗長性はありません。 ストライピング
は、複数のディスク ドライブを並行して使用することにより、ストレージの動作速度を高速化します。 データの各部分
がセグメントに分割され、異なるディスクにこのセグメントが同時に書き込まれます。 ストライピングによってパフォ
ーマンスは向上しますが、ドライブ障害時に、保存データを取得したり、再構築する方法がないため、信頼性は高ま
りません。 製品アップデートを反映したユーザー マニュアルの更新については、LaCie の Web サイトで確認してく
ださい 。

Big このストレージ ポリシーでは、複数の物理ドライブを結合 (コンカチネーション) し、1 つの大きなボリュームとして
扱います。 Big は、最大のストレージ容量をもたらしますが、パフォーマンス向上、データ冗長性の確保の面では劣
ります。 この構成によって、個々のドライブの容量以上に論理ボリュームのサイズを増やすことができます。 Basic 
Configuration Mode (基本構成モード) は、すべてのハード ディスク ドライブを 1 つのボリュームにまとめることに
より Big ストレージ ポリシーを実装します。

Safe+Big 使用可能なストレージ容量の半分でコンカチネーションが行われるストレージ ポリシー構成です。 残りの半分は、
最初の半分をミラーリングし、完全なデータ冗長性を提供します。 Safe + Big ストレージ ポリシー構成は、コンカチ
ネーションの行われたディスクをミラーリングし、4 つのディスク ドライブから構成されるボリュームを作成します。 
Basic Configuration Mode (基本構成モード) は、残りのハード ディスク ドライブを Hot Spare (ホット スペア) に指
定します。
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Safe+Fast ストライプのアレイが作成されるボリューム構成です。 各ストライプは、2 つのミラー ドライブで構成されます。 Safe 
+ Fast は、RAID 0+1 に相当する、ストライピングの I/O 負荷バランス機能およびミラー データの強化された信頼性
を提供します。 Safe + Fast ストレージ ポリシー構成では、ミラーリングされたディスクにデータを書き込み、4 つの
ディスク ドライブから構成されたボリュームを作成します。 Basic Configuration Mode (基本構成モード)は、残りの
ハード ディスク ドライブを Hot Spare (ホット スペア) に指定します。

Hot Spare 
(ホット ス
ペア)

1 台以上のディスク ドライブを通常の動作で使用せず、スペアとして指定します。 Safe ボリュームのアクティブ ドラ
イブが故障すると、残りのディスクのデータがホット スペアで複製され、データの冗長性を再確保します。 すべての 
Safe ボリューム (Safe、Safe+Fast、Safe+Big) でホット スペアを指定できます。

ボリューム 1 台またはそれ以上の物理ディスクで構成された仮想または論理ディスクです。 ボリュームを作成すると、オペレー
ティング システムは単一の物理ディスクであるかのようにボリュームを維持します。 これにより、物理的ディスク ドラ
イブによって課される制限を乗り越えられます。

Daemon 
(デーモン)

Biggest S2S Manager のコンポーネントで、ステータス トラッキングや Safe ボリューム再構築を行います。 デーモ
ンの詳細は、4.4.5. デーモンへのクライアント接続を管理するをご覧ください。

Biggest S2S のセットアップ

重要な情報： LaCie Biggest S2S は、あらかじめ 
FAST (RAID 0 に類似) モードで構成されています。
RAID レベルの詳細については、9.  RAID および S2S 
ストレージ ポリシーについてを参照してください。

重要な情報： LaCie Biggest S2S に同梱されたデ
ィスクは、あらかじめ HFS+ でフォーマットされていま
す。ディスクを Windows オペレーティング システムで
使用する場合、あるいは Mac と PC のクロスプラットフ
ォームで使用する場合は、ディスクを再フォーマットす
る必要があります。詳細は、8.2.ファイル システム フォ
ーマットを参照してください。

重要な情報： [Advanced Configuration Mode (ア
ドバンスト構成モード)] では、作成可能なボリューム
数が 5 台に増えます。この場合の性能は、4 台のドラ
イブのボリュームと同等です。また、Windows をご使
用の場合のパーティションの限度については、該当ペ
ージの注をご覧ください。
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Biggest S2S のセットアップ

カードのインストールについては、LaCie SATA II Card 
CD に収録の LaCie SATA Card クイック インストール ガイ
ドをご覧ください。

 www.lacie.com/jp でソフトウェアやマニュアル

のアップデートをチェックするようにしてください。

LaCie Biggest S2S Manager を実行するには、まず 
LaCie SATA II およびそれに該当するドライバをインストー
ルすることが必要です。このセットアップでは、PC と LaCie 
Biggest S2S 間でのソフトウェアとハードウェアのリンクが
可能になります。 

3.2. インストールの前提条件

最新のパッチをインストール済みの Mac OS X を搭載し
た Mac G4 500MHz 以上

Microsoft Windows 2000、Windows XP、Windows 
Server 2003 OS (最新の Service Pack インストール済
み) を搭載した PC

64MB 以上の RAM、250MB のハード ディスク空き容量

LaCie Biggest S2S ストレージ装置と PC を接続する外
付け SATA ケーブル

LaCie Biggest S2S Installation CD

•

•

•

•

•

3.3. PCI-X/PCI-Express Card とドライブのインストール
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3.4. Biggest S2S のセットアップ

Biggest S2S のセットアップ

ホスト PC の電源を切ります。

外付けシリアル ATA ケーブルを、ホスト コンピュータの 
SATA 外部コネクタに差し込みます。コネクタは鍵状にな
っており、1 方向でしか挿入できません。ケーブルの他端
を LaCie Biggest S2S に接続します。

LaCie Biggest S2S は ドライブ5 台 (あらかじめ内蔵して
出荷) を収納できるようになっています。ドライブの障害
時は、ご自分でドライブを交換することは避けてくださ
い。ご自分でドライブを交換すると、保証が無効になりま
す。本製品を購入された販売店までご連絡ください。

AC ケーブルを LaCie Biggest S2S と正しい AC 電源コ
ンセントに差し込んだあと、LaCie Biggest S2S の背面
パネルにあるスイッチを使って電源を入れます。 

ホスト コンピュータの電源を入れ、付属の CD から Config-
uration User Interface ソフトウェアをインストールします。

�.

2.

3.

4.

5.

 LaCie Biggest S2S のデフォルト構成は RAID 0 モード
です。その他の構成が必要な場合は、3.1.ストレージ ポ
リシー 、4.4. LaCie Biggest S2S Configuration Mode 
(構成モード) および 9.  RAID および Biggest S2S ストレ
ージ ポリシーについてを参照してください。

製品に同梱されたディスクは、HFS+ でフォーマットされ
ています。 

6.

7.

重要な情報： LaCie Biggest S2S に同梱されたデ
ィスクは、あらかじめ HFS+ でフォーマットされていま
す。ディスクを Windows オペレーティング システムで
使用する場合、あるいは Mac と PC のクロスプラットフ
ォームで使用する場合は、ディスクを再フォーマットす
る必要があります。詳細は、8.2.ファイル システム フォ
ーマットを参照してください。

3.5. Biggest S2S ディスク ドライブのセットアップ

3.5.1. Windows をご使用の方
LaCie Biggest S2S ボックスは、構成可能なディスク ドラ
イブ 5 台が収納されています。  

LaCie Biggest S2S をコンセントに接続し、LaCie Big-
gest S2S の電源スイッチを ON にします。

ストレージ装置を外付け SATA ケーブルで LaCie SATA 
II Card に接続します。 

 ディスク ドライブを表示する場合は、[My Computer 
(マイ コンピュータ)] アイコンを右クリックし、[Manage 
(管理)]を選択します。 

�.

2.

3.

4.
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